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   In the preceding part of this article, it was described that effect of Dithizone on epi-

thelial cells of the prostatic gland is closely related to presence of zinc in the gland. 

Furtheromore, change of DNA synthesis observed in the epithelial cells suggested that 

Dithizone affects on composition, synthesis and metabolism of nucleic acid through zinc 

which may result in histological changes. Since many reports have been appeared con-

cerning relationship between zinc content of the prostatic gland and hormones, studies 

carried out to observe the effects of Dithizone on the prostatic gland of rats treated with 

male or female sexual hormones. The results summarized as follows. 

   1) In the lateral and dorsolateral lobes of the median lobe of the prostatic gland, 
3H-thymidine incorporation in acinus wall was not noticeablly different from the controls 

even after administration of either Enarmone water suspension at the dose of  0.5mg/kg/ 

day for 3 weeks or Ovahormone benzoate water suspension, 0.02mg/mg/day for 3 weeks. 

   2) Although weight of the prostatic gland increased after administration of male 

sexual hormone and decreased after female hormone compare to the controls, no con-

sistent tendency in weight of the prostatic gland was recognized following administration 

of Dithizone to the hormone-treated rats. 

   3) Histological change after administration of Dithizone revealed that exfoliation and 

destruction of prostatic epithelial cells take place earlier than control and extend widely 

in the whole median lobe, lateral, dorsolateral and dorsal lobes, in the male sexual 

hormone-treated group. However, these histological changes limited to only small part of 

the glandular epithelial cells and occurred slower than controls in the female sexual 

hormone-treated group. 

   4) Incorporation of 3H-thymidine in acinus wall of the prostatic gland after administ-

ration of Dithizone showed almost absent during the period coincide with destruction of 

the epithelial cells and marked increase during the stage of regeneration in the male
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sexual hormone-treated group. However in the female  sexual hormone-treated group, 

Dithizone administration did not alter the mode of incorporation at any period of observa-

tion.

緒 言

私 は第1編 におい てDithizoneの 投 与 によ り

ラッ ト前立腺上皮細胞は組織学的に著 明な障害

を蒙む り,こ の障害作用の現 われ方が前立 腺亜

鉛についての諸 家の報告即 ち ラッ ト前立腺 にお

いては中葉 の うちで も特 に側葉お よび背側葉に

多量 の亜鉛 が含 まれ てい る とい う事実 に一致 し

てお り,前 立腺上皮細胞 の脱落,崩 壊 もまた側

葉 お よび背側葉 で著 明にみ られ ることを知 った

が,こ の ことか らDithizoneの 前 立腺上皮細胞

へ の影響 を考 える上で亜鉛 との関連性が重要で

あ ることを確認 しえた.そ して3H-Thymidine

の前 立腺腺腔壁への取 り込みがDithizone投 与

後前立腺腺腔壁 の脱落,崩 壊す る時期 に一 致 し

て減少 し,そ の再生のみ られ る時期 に一致 して

急激 に増加す ることが解 った。 この こ とか ら

Dithizoneの 前 立腺上皮細胞 に対 する作用機序

につい て考え るとき,亜 鉛 を介 しての核酸合成

阻止作用1)2).核 酸構成 異常3}4}5},核 酸 の代謝異

常6}7〕,DNA合 成 期 の相対的減少8)等 が推察 さ

れ ることを知 った.そ こで次 に私は男性ホル モ

ソ としてTestosteronepropionate,女 性 ホル

モン としてEstradiolbenzoateを 使 用 し,こ

れ らのホル モソにて処置 した ラッ ト前立腺に対

す るDithizoneの 影 響が,無 処置の ものに比べ

如何 な る差 異があるかを観察 す る と共 に3H-

Thymidineを 使 用 してRadioautogramを 作

成 し,前 立腺 腺腔壁におけ るDNA合 成 の変動

について も観察 したので以下報告す る.

実 験材料お よび実験方法

1)実 験動物

200～3009の 成熟Wistar系 雄性ラットを使用し

た,自 由飲水のもとに室温21～23℃,オ リエンタル酵

母製固型飼料MFで 飼育した,

2)Dithizone(Dipheny1-thiocarbazone)

80mgのMerck製 精製Dithizoneを4ccの

PropyleneGlyco1に 浮遊し,1滴 の28%NH,OH

を添加し,溶 解したものを200mg/kg体 重,オ ゥロ

バソソーダによる麻酔のもとに腹壁を約lcm切 開 し

て,注 射 筒 に よ り腹 腔 内に 投 与 した.

3)組 織 検査

Dithizone投 与 後 ラ ッ トは3,6,12,24時 間 後,

お よ び3日,5日,7日,14日,21日,30日 後に心 臓

穿 刺 に よ り屠 殺 した.そ して 前 立 腺 全 葉 を膀 胱,尿 道

と共 に摘 出 し,直 ち に10%ホ ル マ リン水 に て 固 定 し

た.固 定 慶 捌 光お よび 前 立 腺 前葉 は切 除 し,前 立腺 中

葉 と 後葉 を分 離 し,中 葉 を 重 量 測定 後尿 道 の 軸 に対 し

て 直角 に カ ミソ リの 刃 を もっ て二 分 し プ ロ ツ ク を 作

り,一 つ の 組 織 よ り2枚 の標 本 を作 成 し,Hemato-

xyiin。Eosin染 色 をほ ど こ した(第1編 参照)

4)3H-Thymidine

TheRadiochemicalCentre製3H-Thymidineを

日本 放 射 性 同 位元 素 協会 を通 じて 購 入 し,Dithizone

投 与 後 一 定 時 間 に3H-Thymidineを0.5μc/9宛 腹腔

内に 注 入 した(第 工編 参 照)

5)Autoradiogram

3H-Thymidine投 与2時 間 後 に 心 穿 刺 に よ り屠 殺

し前 立 腺 中葉 を採 取 し,型 の ご と く切 片 を作 づこれに

安 全 光 下 でFujiET・2EStripPingFilmのMou-

nting操 作 を 行 い,3週 間 曝 射 した .そ の 後Rendo1

お よびFujiFixに よ る現 豫,定 着 を 行 な い,水 洗後

Hernatoxylinに よ る後 染 色 を 施 した(第1編 参 照) .

6)使 用 ホ ル モ ソ

男 性 ホル モ ソ と して はEnarmone水 性 懸 濁 液 を

O.5mg/kg体 重,毎 日3週 間 女 性 ホル モ ソ と しては

Ovahormonebenzoate水 性 懸 濁 液 を0.02mg/kg体

重 を 毎 日3週 間 皮下 注射 に よ り投 与 した.

実 験 成 績

1.男 性 ホ ルモ ン投 与 群

実験1.男 性 ホ ル モ ソ が 前 立 腺 腺腔 壁 へ のSH-

Thymidineの 取 り込 み に お よぼ す 影 響.、

Enarmone水 性 懸 濁 液 を0.5mg/kg体 重 の割 合で

毎 日3週 間 投 与 後 前 立 腺 中 葉 の うち の 側 葉,背 側 葉 お よ

び背 葉 の各 々に つ い てSH-Thyrnidineの 取 り込 みお

よび銀 粒 子 数 に つ い て み た.3H-Thym圭dineの 取 り

込 み は側 葉 で は 平 均9個 の細 胞 に取 り込 み がみ られ,

背葉 では 平 均8個,背 側葉 で は9個 で あ り,各 葉 の間

に 取 り込 み の 差 は み られず,ま た これ を 無 処 置 群 につ

い てみ る と側 葉8,背 葉8,背 側葉10で あ り,両 者 の

間 に 著 明 な 差 はみ られ な か った(第1表)
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次に取り込んだ細胞の銀粒子数についてみると側葉

でほ銀粒芋数4～10の 細胞が平均5.6個,銀 粒子数11

～20の細胞2 .8個,21以 上 の銀粒子の細胞0.8個 であ

った.背 葉では銀粒子4～10の 細胞4.2個,銀 粒子11

901

～20の 細胞4個 ,21以 上 の銀粒子の細胞は0,6個 であ

った.背 側葉では銀粒子数4～10の 細胞5個,11～20

の細胞は3,2個,21以 上の銀粒子の細胞は1.4澗 であ

った(第2表)

第1表 男性ホルモン処置した前立腺中葉の3H-Thymidineの 取 り込み
(×1103)
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各葉共ラベルされた細胞の銀粒子数は4～10の 細胞

が多かった.こ れを無処置群と比べてみると無処置群

では銀粒子数が11～20の 細胞が4～10の 細胞に比べや

や多いようであるが,全 般的にみて,側 葉,背 葉,背

側葉共に3H-Thymidineの 取 り込み,銀 粒子数では

男性ホルモソ投与群と無処置群の間に著明な差はみら

れなかった.

実験2.男 性 ホルモソ処置した前立腺のDithizone

投与後の肉眼的変化.

男性ホルモソを投与した前立腺についても無処置の

場合と同様前葉および後葉には著明な変化はみられな

カ、つたが,中 葉ことにその中の側葉は鮮紅色に染り,

背側はややうすい赤色を呈していた.こ のような変化

はDithizone投 与後3～5時 間のうちにみられた.

前立腺重量の点からみると男性ホルモソ投与のみの重

量は3.5で あ り,Dithizone投 与24時 間後では4,2,3

日後3,8,7日 後3.5,14日 後3.8,21日 後4.9,30日

後3.4で あ り,ホ ルモソを投与していないものに比べ

て各々の時間で男性ホルモン投与群が前立腺重量は大

であるが,男 性ホルモソ投与群のみ に ついてみれば

Dithizone投 与後前立腺重量の増加,減 少については

一定の傾向はみられなかった(第3表)

実験3.男 性 ホルモン処置した前立腺のDithizone

投与後の組織学的変化.



902 田 中:Dithizoneの 前 立 腺 に,対す る影 響 第 ∬編

第3表 ホルモン投与群前立腺のDithizone投 与後の重量の変化

前立腺重量(9)/体 重(9)×lO3

対 照1男 性ホルモン投与群1女 性ホルモソ投与群

無 処 置 群 2.3 3.5 1.0

Dithizone投 与24時 間 後

3日

7日

14日

21日

30日

2.4

2.7

2,3

3.0

2.8

1.9

4.2

3、8

3.5

3.8

4.9

3.4

0.8

O.7

1.2

0.6

1.3

1.0

A.側 葉及び背側葉

①Dithizone投 与3～6時 間後

すでに前立腺上皮細胞の核の濃縮,原 形質の空胞形

成がみられる他一部の腺上皮の腺腔内への脱落,崩 壊

がある.間 質には浮腫,毛 細血管の拡張,出 血等がみ

られた.

②Dithizone投 与12～24時 間後

12時間後でははっきりと前立腺上皮の脱落崩壊の起

つているのが認められる.ま た間質における毛細血管

の充血と出血が著明である.24時 間後には腺上皮の崩

壊は最も著明となり,腺 腔内には脱落した壊死細胞が

充満している.

③Dithizone投 与3～5日 後

腺腔内に充満している脱落した上皮細胞の融解が進

行すると共に崩壊した腺腔をとりかこんで間質の線維

細胞と思われるものが増殖し,腺 腔を重層にとりかこ

む.腺 腔の最内層の細胞は内皮細胞様である、

④Dithizone投 与7～14日 後

腺腔内に脱落した壊死細胞を含む ものもみ られ る

が,不 規則に轡曲した腺腔の形態を示す ものもみられ

上皮細胞は大体再生している.

B.背 葉

前立腺上皮細胞の脱落崩壊は側葉 ・背側葉と同様背

葉においても腺上皮の全般にわたって観察され,無 処

置群に比べ広範囲に組織学的変化を認めた。

実験4.男 性ホルモソ処置した前立腺腺 腔壁 で の

Dithizone投 与後の3H-Thymidineの 取 り込み

男性ホルモソを投与したラッ トのDithizone投 与

後の前立腺腺腔壁におけるSH-Thymidineの 取 りこ

みについて側葉を中心にして観察した.

①Dithizone投 与3～6時 間後

組織学的に前立腺上皮細胞の一部にすでに腺腔内へ

の脱落崩壊のみられる時期であるが,3H-Thymidine

の腺上皮細胞への取 り込みの状態は第4表,第1図 の

ごとくで,平 均銀粒子数4～10の 細胞は3個 ,11～20

の銀粒子の細胞は2.2個,21～30の 銀粒子 の細胞 が

L6個,31以 上の 銀粒子の細胞が0 .6個 で あ った.

Dithizone投 与前 に比べ3H-Thymidineの 取 り込

第4表 男性ホルモン処置した側葉のDithizone投 与3～6時 間後のsH-Thymidine

の取り込みと雛 子数(噛
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2
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第1図
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Graincounts

男 性 ホ ル モ ン処 置 した 側 葉 のDithizone

投 与3～6時 間後 の8H-Thymidineの 取

り込 み と銀 粒 子 数

903

みは さほど差異がない.

②Dithizone投 与12～24時 間後

前立腺上皮細胞の障害が最も著 明 な この時 期 に

3H-Thymidineの 上皮細胞への取 り込みはほとん ど

みられなくなる.す なわち第5表,第2図 のごとく平

均銀粒子数4～10の 細胞1個,11～20の 銀粒子数の細

胞1.2個,21～30の 銀粒子数の細胞は0.2個 で全体とし

て3H-Thymidineの 取 りこみのみられた細胞は2.4

個にすぎなかった.

③Dithizone投 与3～5日 後

崩壊した腺腔を中心にして間質の線維細胞が増殖し

て腺腔壁を形成する時期であるが,こ こに至 り前立腺

腺腔壁を形成する細胞への3H-Thymidineの 取 り込

みは急激に増加する.第6表,第3図 のごとくで平均

銀粒子4～10の 細胞は28.8個,11～20の 銀粒子の細胞

は26.2個,21～30の 銀粒子の細胞は10.2個,31以 上の

第5表 男 性 ホ ル モ ソ処 置 した 側 葉 のDithizone投 与12～24時 間 後 の3H-Thymidine

の取り込みと雛 子数(・ 翻
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第2図 男 性 ホ ル モ ソ処置 した 側 葉 のDithizone

投 与12～24時 間 後 の3H-Thymidine取 り

込 み と銀 粒子 数

もの4個 であ っ て,取 り込 み の み られ る細 胞 は 平 均

69.2個 で あ った.

④Dithizone投 与7～14日 後

不 規 則 な形 態 で あ るが 腺組 織 の再 生 の み られ る時期

で あ るが,3H-Thymidineの 取 り込 み の み られ る細

胞 数 は平 均35.2で あ る.す なわ ち4～10の 銀粒 子 の細

胞 は16.2個,11～20の 銀 粒 子 の細 胞 は14.4個,21～30

の もの3.8個,31以 上 の銀 粒 子 の細 胞 は0.8個 で あ る

(第7表,第4図)

H.女 性 ホ ル モ ン投 与 群

実 験1.女 性 ホ ル モ ソ投 与 が 前 立 腺 腺 腔 壁 へ の

3H-Thymidineの 取 り込 み にお よぼ す 影 響 .

Ovahormonebenzoate水1生 懸 濁 液 を0.02mg/kg

体 重 の 割 合 で 毎 日3週 間投 与 後 前 立 腺 中葉 の 側葉 お よ

び 背 側 葉,背 葉 の各 々 の前 立 腺 上 皮細 胞 へ の3H-Thy-

midineの 取 りこみ,銀 粒 子 数 につ い て み た.
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第6表 男 性 ホ ル モ ソ処 置 した 側葉 のDithizone投 与3～5目 後 のsH-Thymidine

の取 り込みと銀粒子数(×1
103)

Graincounts

atNo.

4～10

11～20

21～30

31～40

51

31

25

5

3

Tota1 64

52

22

26

3

2

53

53 54

30

28

11

4

73

26

22

14

5

67

55 Mean

35

30

18

6

28.8

89

26.2

10.2

4.0

69.2

30

熟20

量

§

§1。

0410203040

Graincount∫

第3図 男性 ホル モ ン処 置 した 側 葉 のDithizOne

投 与3～5日 後 の3H-Thymidineの 取 り

込み と銀 粒 子 数

3H-Thymidineの 取 り込みは側葉では平均6 .6個の

細胞にみられ,背 葉では平均7.6個,背 側葉では平均

7.6個 であって,側 葉,背 側葉,背 葉の各々の上皮細

胞の間での3H-Thymidineの 取 り込みの差はみとめ

られなかった.こ れを無処置群のものと比較すると側

葉では女性ホルモソ投与群6.6,無 処置群8,背 葉で

は女性ホルモソ投与群7.6,無 処置群8,背 側葉でば

女性ホルモソ投与群7.6,無 処置群9と 各葉で女性ホ

ルモソ投与群がやや取り込みが少いようであったが著

明な取 り込みの差は認められなかった(第8表)次

に3H-Thymidineを 取 り込んだ細胞の銀粒子数につ

いてみてみると,側 葉では銀粒子4～10の 細胞が平均

3.8個,11～20の 銀粒子の細胞は2個,21以 上の細胞

は0,8個,背 葉では銀粒子数4～ ユ0個の細胞は4.8個,

11～20の 銀粒子数の細胞は2.4個,21以 上の細胞(L4

個,背 側葉では4～10の 銀粒子の細胞は3.8個,銀 粒

子数11～20の 細胞は3個,21以 上の細胞は1個 であっ

た.各 葉共に無処置群,男 性ホルモン投与群と同様銀

粒子数4～10の 細胞が多くみられた(第9表).

実験2.女 性ホルモソ処置をした前立腺のDithiz一

第7表 男性ホルモソ処置した側葉のDithizone投 与7～14日 後のsH-Thymidine

の取り込みと雛 子数(噛

＼Rato.＼
_.

Graincounts＼

4～10

11～20

21～30

31～40

Tota1

56

20

20

5

0

45

57

18

15

2

工

36

58

15

IO

3

1

29

59

8

13

5

0

26

60

21

14

4

2

41

Meal1

i6.2

14.4

3.8

0.8

35.2
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第4図 男 性 ホ ル モ ソ処 置 した 側葉 のDithizone

投 与7～14日 後 の3H-Thymidineの 取 り

込 み と銀 粒子 数

905

one投 与後の肉眼的変化.

無処置群,男 性ホルモソ投与群にみられ た ご と き

Dithizone投 与後の前立腺の赤色着色は前葉,中 葉,

後葉共に認められなかった.前 立腺重量の点からみる

と第8表 のごとくで女性ホルモソ投与のみ の重 量 は

1.0で あ り,Dithizone投 与後24時 間ではO.8,3日 後

0.7,7日 後,1.2,14日 後O.6,21日 後1.3,30日 後

1.0で あ り,無 処置群に比べればDithizone投 与後全

ての日時において重量の減少が認められたが,そ の減

少に特に一定の傾向は認められなかった(第3表)

実験3.女 性 ホルモン処置をした前立腺のDithizo-

ne投 与後の組織学的変化.

Dithizone投 与3日 後頃迄は前立腺腺腔が拡張し,

上皮細胞の高さは低 くな り,核 は小さくなっており,

女性ホルモソの影響と思われる所見しかみられなかっ

た.Dithizone投 与1～2週 後に一部前立腺腺腔の上

第8表 女性ホルモソ処置した前立腺中葉の3H-Thymidine取 り込み
(×1103)

'＼

Lobes

RatNo.

'＼

LateralIobe

Dorsallobe

Dorsolaterallobe

Total

61 62

5

6

7

18

10

8

8

26

63

8

10

64

6

4

4

65

6

Mean

6

10

11

6.6

7.6

7.6

24 14 27 21.8

Contro1

8

8

10

26

第9表 女性ホルモン媚 した前立腺中葉の3H'Thym'd'ne取 り込みと雛 子数(1×
103)
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1
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皮細胞の脱落,崩 壊がみられたが,そ の程度は軽く,

3～4週 後には軽度ながら前立腺上皮細胞の萎縮を認

めた.

実験4.女 性ホルモソ処置した前立腺腺 腔 壁 で の

Dithizone投 与後の3H-Thymidineの 取 り込み,

Dithizone投 与後3日 頃迄の前 立 腺 腺 腔 壁 へ の

3H-Thymidineの 取 り込みの状態は第10表 ,第5図

のごとくで,平 均銀粒子数4～10の 細 胞は4個,11～

20の 銀粒子の細胞は2.4個,21～30の 銀粒子数の細胞

は0.8個 であって,31以 上 の銀粒子数の細胞はみられ

第10表 女 性 ホ ル モ ソ処 置 した 側 葉 のDithizone投 与3日 後 迄 の3H-Thymidine

の取り込みと雛 子数(・ 嗣

＼RatNo
Gramcou＼

4～10

11～20

21～30

71 72

5

1

1

3

2

0

Tota1 7 5

73

4

2

2

74

5

3

0

8 8

75 Mean

3

喚

1

4

2.4

O.8

8 7.2

!0「

　
一隆

乙
訟
§
8

志5
9

0 4!02030

GrainCOunts

第5図 女 性 ホ ル モ ン処 置 した 側葉 のDithizone

投 与3日 後 迄 の3H-Thymidineの 取 り込

み と銀粒 子 数

ず,女 性ホルモソ投与のみの場合 の3H-Thymidine

の取 り込みと著明な差はみられなかった.一 部の腺上

皮細胞の脱落,崩 壊のみられるD三thizone投 与7～

14目 後では3H-Thymidineの 取 りこみは第11表,第

6図 のごとくで,平 均銀粒子数4～10の 細胞は3.2個,

11～20個 の銀粒子数の細胞は2個,21以 上 の細胞0.6

個 であり,こ れまた女性ホルモソ投与のみの前立腺腺

腔壁における3H-Thymidineの 取 り込みに比べやや

減少しているものの著しい差は認められ なか った.

Dithizone投 与後3週 の前立腺腺腔壁にお け る3H-

Thymidineの 取 り込みは2週 後のものに比べやや増

加していた.す なわち銀粒子数4～10の 細胞は平均4

個,11～20の 銀粒子数の細胞は3.2個,銀 粒子数21～

30の 細胞は1.4個,そ して少数ながら31以 上の銀粒子

第11表 女性 ホル モ ン処 置 した 側葉 のDithizone投 与7～14日 後 の3H-Thymidine

の取り込みと雛 子数(
・洞

＼RatNo. ＼

Gralncounts＼

4～lO

11～20

21～30

Total

76 77

3

2

1

6

4

1

1

6

78

2

3

0

5

79

3

2

0

5

80

4

2

1

7

Mean

3.2

2

0.6

5.8
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0
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数をもつ細胞もみられたが,女 性ホルモソ投与のみの

前立腺腺腔壁における3H-Thymidineの 取 り込みと

ほぼ同程度であった(第12表,第7図)

4/02030

GroinCOUηts

第6図 女 姓 ホ ル モ ソ処 置 した 側 葉 のDithizone

投 与7～14日 後 の3H-Thymidineの 取 り

込 み と銀粒 子 数

考 按

生体 内で行 なわれ る代謝 の うちで 酵 素 系 の

Cofactorま た はActivatorと し てFe,Cu,Mn,

Zn等 は重要 な位置 を占める ことは 一般 に認 め

られ ている.こ の内で も亜鉛はKeillin&Mann

(1940)9}がCarbonicanhydraseの 不 可 欠構成

要素 として報告 して以来注 目され,ま た前立腺

が生体 内において最 も多量 の亜鉛 を含有 する臓

器 の一つで ある こと がMawson&Fischer

(1951)10)11)12)以 後 多 くの 研究者に よ り報告 さ

れ,亜 鉛 と前立腺 の関係につい ては多数 の報 告

第12表 女 性 ホル モ ソ処 置 し た 側葉 のDithizone投 与3週 後 の3H-Thymidine

の取り込みと雛 子数(・ 湖

＼-R・tN・ ・

GraincOunt＼

4～10

11～20

21～30

31～40

Total

8正

5

3

2

0

10

82

4

4

1

0

9

83

3

3

1

1

8

84

6

2

2

0

1Q

85

2

4

1

1

8

Mean

4

3.2

L4

0.4

9

ノ0

　
一隆

乙
嶋

98

5

苛
9.

0 ,4/02030

Groincount8

0

第7図 女性 ホ ル モ ソ処 置 した 側葉 のDithizone

投 与3週 後 の3H-Thymidineの 取 り込 み

と銀粒 子数

がみ られる。食餌中の亜鉛は腸管からイオンの

形で吸収され,稻 々多量が吸収 された時には臓

器,組 織,体 液中の亜鉛量は一過性に若干たか

まるが,直 ぐに直腸,十 二指腸,胆汁,膵 液,等

をへて大部分は尿中に排出され,微 量は腎,唾

液腺,前 立腺か らも排出される.亜 鉛 と内分泌

機能 との関連をみる場合徳岡(1957)13}は 脳下

垂体,膵,胎 盤,胸 腺,生 殖腺等には亜鉛が多

く,且 つその含有量は内分泌腺の機能状態に略

々比例しているとし,ま た亜鉛欠乏ラッ トに脳

下垂体を移植すると成長を著 しく促進し,他 方

脳下垂体ホルモソ中でも腸管運動に作用するも

のの形成に亜鉛は関与しているらしい という.

また膵 ことに β 細胞に多い亜鉛は結晶イソシ

ム リソの形成に関与しているが岡本(1949)13}
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は膵 ラ氏 島 β 細胞の亜鉛は容易に イソシ_リ

ソを形成す る形の もので あって亜鉛 と結合 し易

いAlloxan,Dithizoneそ の 他 の有毒 物質が投

与 され る と β 細胞にだけは 選択的 に 多量 に沈

着 してそ の毒作用が現われ て細胞は破壊 され,

糖 尿病を発症す る としてい る.私 は この様 に生

体内 にお いて重要 な意義を もつ亜鉛が前立腺 に

多量 に存在す るこ とか ら,こ の亜鉛 と親和性 を

有す るDithizoneを ラ ッ トに投与す る ことに よ

り前立腺上皮細胞 の脱落,崩 壊 の発生 す ること

を第1編 において報告 した.そ こで次 にDith-

izoneを 男 性 ホル モソお よび女性 ホル モソを投

与 した ラッ トに投与 し,前 立腺 に対 する影響 を

観察 した.

前 立腺 に対す るホル モソの影響については旧

くよ り多数 の報告が あ り,現 在では前立腺の正

常発育お よび機能 の維持に とって女性ホルモ ソ

と男性 ホル モソの適当 な内分泌平衡が必須で あ

り,前 立腺が ホル モン依存性臓器で あることは

否 めない事実 とな ってい る.男 性ホルモ ソと前

立腺 の関係については先ず,マ ウス の前 立腺が

男性 ホル モン依存性を有す る事 をMoore(1932)

14)は 詳 細 に報告 した .Korenchevsky(1932)

15},大 野(1955)16},Woodruff(1960,1962)17}18)

は 男 性 ホルモ ソに よ り前立腺は肥大 し,重 量 の

増加 を来たす とし,Barron&Huggins(1944)

19}は前 立腺上皮細 胞の大 きさを増 して分 泌量 を

増加 させ るとした.そ の他McCullagh(1934,19

54)20}21),Howard(1955)22},Dorfman231(1956),

Thorborg(1948)24).Vest(1938)25),Kenyon(19

38)26}等 に よって も前立腺 が 男性 ホルモ ンに よ

りcontro1さ れ てい ることが認 め られ てい る,最

近では男性ホルモ ソ と前立腺組織の呼吸,蛋 白

代謝,糖 代謝,脂 肪代謝 に関す る種 々の酵素 との

関係について も研究 されてい る.27)Testostrone

propionateを 正 常 ラッ トに投 与 し た 場 合 に

Scott(1964)2s〕 等 は弱 い作用 のAndrogenic

steroidを 投 与 した ときには下垂体に対 し抑制

が強 く,そ のために副性腺,特 に前立腺重量 は

減少す るが,強 い作用のAndrogenicsteroid

を投 与 す ると前立腺重量 は下垂体抑制 に打勝 っ

て増 加す ると述べてい る.全 去勢 した際の前 立

腺 に対 す る男性 ホルモ ソ の 影 響 に つ い て は

Moore(1930)29,30)31)32}は 去 勢後20日 間 の男性

ホル モソの投与 に よって正常状態 に維持 で きた

と し,Scott38),Callow(1935)33},Martins

(1930)34》 も同様 の結果を,Hansen(1935)35)

は組 織学 的検査に よ り去勢前 の状態 を維持で き

た としてい る.去 勢後 の前立腺 の萎縮 を予防す

るのに必 要な男 性 ホ ル モ ソ はTestosterone

propionateで は1日 量0・2mgで あ る とKor-

enchevsky(1934)36)は し,亀 甲(1959)37}は

Testosteronepropionate総 量8mg,大 野(1959)

16}は5mg以 上 で萎縮 を防止 してい る.White

(1904)39}.Huggins(1941,1959,1960)40)41}42),

Scott(1953)38}も また男性 ホル モソ投与 により

去勢 した犬 の前立腺 の大 きさお よび分泌量が正

常化す る ことを指摘 してい る.

女 性 ホル モソの前立 腺に対す る作用 について

はLacassagne(1933)43,は 女 性 ホル モンの3カ

月間 また はそれ以上長期 の投与 によ りマ ウス前

立腺背葉 に腺管上皮 の扁平 化生 または角化を認

め,次 で間質 の線維性増殖 を来た し,た めに尿

の貯溜 と水腎症 の発生をみ,Freud(1933)4t),

David(1934)45}は 去 勢 ラッ トに女性 ホルモソ

を投与 し,側 葉 の肥大 を,Burrows&Kenna-

way(1934)46)も マ ウスに0.1Estrone%液 を

6～22週 皮 膚 に塗布 し,前 立腺 中葉,後 葉の肥

大をみ,ま た この前立腺 の肥 大 は上皮性要素 に

よるよ りも間質 におけ る線 維筋性 の要素 のため

で あ るとした.Horning(1947)4?}も マ ウスに

1年 間に亘 り発情 ホルモソ投与 を行 なって間質

の肥大 と上皮 の扁平化 生をみ とめて いる.そ の

他Courrier&Gros(1936)48),Korenchevsky

(1934)36).Parkes&Zuckerman(1936)49,50}

な どに よって も女性ホル モン投与 によ り前立腺

上皮 の異形成 のみ られ る ことが報告 さ れ て い

る.Woodruff1962)18}は 女 性 ホルモン投与に

より著 明な前 立腺重量 の減少 と組織学 的に腺腔

壁 の折込 み または乳頭状突 出が減少 し,前 立腺

腺腔 の拡張 と上皮細胞 の平低化,原 形質 の空胞

の消失,核 の細小化をみたが,男 性 ホルモソの

みの投与では前立腺重量 の増 加はわず かであっ

たが,組 織学的 には腺 腔壁 の折 込み また は乳頭
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状突出が増加 し,上 皮細胞の大 きさの増 加,原 形

質の空胞 の出現をみた としてい る.一 方Moore

&Price(1932)5i}は 少 量お よび 短期 間の女性

ホルモソ投与では この様 な変 化は み られ ず,

Korenchevsky(1935)52}は ラッ トにEstrone

を投 与 し,後 葉,側 葉では著 明な変化 をみず,

背葉 において筋組織お よび線維組織の増殖,上

皮細胞お よび核 の変形 をみた.Scott(1953)3s)

に よればある量 の女性ホル モソは雄性 ラッ トの

前立腺の萎縮 をお こし,ま たHuggins'fistular

d。gの 前立腺分泌液量 を減少 させ る と述べ てい

る.翠 川(1952,1955)53)54)は 女 性 ホル モソ

投与をマウスに行 なった とき,組 織学的 に前葉

の萎縮は不明であ るが,中 葉 の細胞 にはむ しろ

増殖性変化が強 く,4週 頃 か ら一部角化 の像 が

み られ,8週 目の所見 では これ らの状態 はさ ら

に増強され,中 葉 上皮 の角化 は明瞭 であ るが,

これを詳細に観察 してみ ると,す べ ての前立腺

細胞が一様に反応す るわけでな く,中 には明 ら

かに萎縮性変化を示 してい るの もみ られ る.即

ち一般に化生的に増生 す る腺上皮細胞 は背葉 に

多 く,側 葉ない しは後葉 のそれ には萎縮性 の変

化が多 く認め られ ると述べ てい る.以 上 の如 く

前立腺細胞のホルモソに対 す る感受性 はホルモ

ソの投与量,投 与方法 の差 異をは じめ としてさ

らに与え られ る側 の条件例 えば動 物差,ホ ルモ

ン環境の異常,肝 にみ られ るステ ロイ ドホルモ

ン不活性化作用の強弱に よって も相 当影響 され

るで あろ う.そ して この問題に関 し て は 翠 川

(1955)54,も 述 べてい る如 く,前 立腺 にみ られ

る細胞の二元的性格 とい う面を最 も強 く認識 す

る必要があ り非常 に複雑 であ る,男 性ホルモ ソ

としてEnarmone水 性 懸濁液 を0,5mg/kg体

重,女 性ホルモン としてOvahormone水 性 懸

濁液 を0.02mg/kg体 重 毎 日3週 間投与 した私

の成績では,対 照群(2.3)に 比 べ 男性 ホルモ

ソ投与群(3 .5)で は前立腺重量 の増加が,女

性ホルモ ソ投与群(1.0)で は重量 の減少が認

められた.そ して各 々の投与群 のDithizoneを

注入後の時 日の経過に よる前立腺重量 の変化 は

いずれ も一定 の傾 向は認 め られ なか った.前 立

腺亜鉛 と性 ホル モソの関係 について は,Gunn
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&Gould(1956,1957)55}56}は ラッ ト前立腺の

65Zn摂 取 は動物 の年令増加 と共 に増加 し
,生 後

約12～15週 に至 り最 高に達す る.そ して他の軟

組織 に比べ15～20管 の濃 度であ り,ホ ルモ ソの

影響 を反映 して よ く前 立腺機能を表現す るこ と

に よりこれが性腺刺誠ホル モンお よび男性 ホル

モ ソ活注度の生化学的測定法 として応用 しうる

と結論 してい る.一 方Kareta1.(1956)57)

は65Zn摂 取 はTestosteronepropionateの 投

与に よ り前立腺全体か ら言 えば増 加す るが,背

側葉 のみ につ いて言 えば さほどの影 響 を う け

ず,卵 胞 ホル モソに より著 明な減少 がみ られ る

としてい る.林(1961)58}は ラッ ト前立腺背

側葉 の65Zn摂 取 にお よぼ すホルモ ソの影響 を

観察 し,男 性 ホルモ ソ投与群 では対 照 と 比 較

し,ほ とんど差 はみ られず,卵 胞 ホルモ ソ投 与

群で は軽 度の抑制傾 向を,去 勢群 において著 明

な摂取低下 をみ,特 に注 目すべ きは前 立腺重 量

に比 し,摂 取 効率の低下 が著 明であ った ことで

ある としてい る.白 川(1961)59)はTestost-

erone投 与 に際 しては無処置群に比べ亜鉛量 に

大差 は認 めず,Estradio1投 与群 では幾分 無処

置群 に比 して減 少の傾 向を示 した としてい るが

Millar(1957)6。)は 女性ホルモ ソは前 立腺重量

を減少 させたが亜鉛摂取 は減 少 しな か っ た と

し,背 側葉 の亜鉛代謝 を支配 す るホルモソは成

長 に必要 な もの と必ず しも一致 せず,重 量 に比

例 して6SZn摂 取 が減少 したにす ぎない として

い る.教 室の 平山(1964)61}に よれば正常 ラ

ッ トにTestosteroneを 投 与す ると重量 は常 に

上昇 傾向にあ ったが65Zn摂 取 率は20日 で 一時

低下 し再 び30日 で上昇 し,Estradiol投 与 では

重量,摂 取率共 に減少 してい た.ま たAuto-

radiographで は 背側葉の65Znの 選 択的摂取 の

像は得 られ たが,ホ ル モソの影響 の像は 明確で

な く,Testosterone投 与 に よ り65Znは 上 皮細

胞 に蓄積 す る傾向,Estradiol投 与 によ り間質

組織 に集積 す る傾 向を認めたが,こ れ が 腺 細

胞,組 織 の機 能に関係す るか否かは 不 明 で あ

る.前 田(1966)62)の ラッ ト前 立腺背側葉 の亜

鉛量 について測定 した結果では正常 ラヅ トに対

するTestosteroneの 投 与に よ り亜鉛量 の増加
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を,Estradio1投 与 に よって も軽度 の増加を認

めてい る.犬 前立腺 の65Zn摂 取 につい てみ た

Prout&Whitmore(1957,ユ959)63)64)に よれ

ぽ去勢や少量 のEstradio1の 投 与 に よ り65Zn

摂 取 は減少 し,Testosteroneの 投 与に より増

加す る.ま たMackenzieetal.(1963)65}に

よれぽ前立腺亜鉛濃度 はTestosterone投 与 に

より増加 するが,こ の場合投与前 の亜鉛濃度 が

1.1mg/gdryweight以 下 の ものに限 られ るし,

Estradiolを4週 間 にわ たって 投与 する と去勢

と同様 に亜鉛濃度 の減少をみてい る.Millar&

Mawson(1957)6。)は 生後3週 お よび6週 の ラ

ッ トにGonadotrophin,Testosteroneを 投 与

しその前立腺 の重量 と共 に背側葉 の亜鉛濃度 お

よび亜鉛摂取が著 明に増加を来 したが,Estro-

gen処 置 を受 けた ものは前立腺 の大 きさは減少

したが,亜 鉛 濃度 および亜鉛摂取 には変化 をみ

なかった としてい る.以 上前立腺亜鉛 とホル モ

ソの関係 については諸家 の報告では大体男性 ホ

ルモ ソ投与 に より亜鉛量 の増加が,女 性 ホル モ

ン投与 に よりその減少 がみ られ る様で あるが,

各 々の報 告者 に より多少 の差異 はみ られ る.私

は第1編 においてDithizoneの 前 立腺,睾 丸,

精 嚢腺に対 す る影響 をみたが,そ の際組織 にみ

られた障害の程度は各々の臓器 の亜鉛量 に一致

す るこ とを 知 った.そ してすでにDanielet

a1,(1956)66).Logothetopoulos(1960)67).

Mackenzie(1962)68},Rixon(1959)69},Voigt

(1958)70}等 に よって前立腺 の亜鉛 は主 に 上 皮

細胞に由来す るものであ ることが証 明 され てお

り,Dithizone投 与 後 の組 織学 的変化 の現 われ

方は腺上皮を中心 としてみ られ,間 質には著 明

な変化のない ことお よびDithizone等Diabe-

togenicagentsに よ って発生す る糖 尿病 の程度

が ラ氏島 の亜鉛量に関係す ると門 田(1950)71},

岡 本(1962)13)が 述 べてい ると同様 に前 立腺の

障害 とDithizoneの 関係 に ついて もRizkalla

(1962)72),Mackenzie(1962)68}が 犬前 立腺に

っい て亜鉛量 とDithizone投 与 後 の組 織学的変

化の間には密接な関係があ り,10～20mg/kg

体 重 のDithizone投 与 によ り組織学的変化 を期

待 しよ うとす るな らば亜鉛量は少な くとも0.46

～O.74mg/gdryweight以 上 の亜 鉛の存在を

必要 とす るとしてい る.こ の様 な諸 家の報告 お

よび第1編 の実験結果 か らみてDithizoneが 亜

鉛 との親和性 を有す る故に前立腺 に対 して著 明

な障害 を与え ることは確実 であろ うと考 えた.

従 って本 編では前立腺亜鉛 とホルモ ソとの関係

について も多 くの報告 がみ られ るので男性 ホル

モソお よび女性ホル モソを投与 した 前 立 腺 の

Dithizoneに よ る組織的障害 が これ らのホル モ

ソを投与 レない場合 に比べ如何 な る差異がみ ら

れ るかを観察 した.男 性 ホルモソ投 与 群 で は

Dithizone投 与3～6時 間後 ですでに一部 に前

立腺上皮 細胞 の障害が あ り12～24時 間後 には完

全 な腺上 皮の脱 落,崩 壊が み られ た.そ して1

～2週 後 には上皮 の再生を み,こ の様 な変化は

側葉 および背側 葉のみな らず背葉 においても全

体的 にみ られ た.こ れは対 照群 に比べDithiz-

one投 与 後前 立腺上皮細胞 の障害 お よび再生が

早期 にみ られ,ま たそ の変化が広 い部分 にみ ら

れた ことにな る.こ れに 反して女性 ホルモソ投

与群ではDithizone投 与1～2週 間後 に腺上皮

の崩壊が み られたが,一 部 の腺 腔に この変化は

限 られ ていた.即 ち対 照群 に比べ腺 上皮の障害

は軽度 でその範 囲 も一部分 であった.私 は この

様 な対照群 とホルモ ソ 処 置群 との間 にDithiz-

one投 与 後 の組織 釣変 化につい ての差異を認 め

たが,Lo(1960)73〕 も犬前立腺 についてDith-

izone投 与 後 の影 響をみた時 無処置の前立腺で

は前立腺分泌液量 は減少 して この状態 は持続 し

たが,除 睾後Testosteroneを 投 与 した場合には

前 立腺分泌液量は一時減 少 したが,そ の後増 加

し,前 立腺 の変化 がReversibleの 変 化で ある

こ とを示 し,無 処置 の もの とホルモ ソ投与 した

もの の間 に差異 を認 めてい る.Logothetopoulos

(1960)67)も 除睾 した ラッ ト前立腺 ではDithi-

zoneに よ る 前立腺 の 崩壊はみ られなか った と

して いる.

またMackenzie(1962)6s)は 興 味 あ る事実 と

して犬前立腺 で 亜 鉛 濃 度 がO.38mg/gdry

weightと 低 い前立腺 にDithizoneを 投 与 して組

織変化 のみ られ なかった ものにTestosterone

を投 与後亜鉛濃 度が1.02mg/gdryweightと
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上昇 し,そ の後のDithizone投 与 に よ り著明な

組織変化をみた例をあげてい る.従 って私は無

処置群 とホルモ ソ投与 群 と の 間 に み られ た

Dithizoneの 影 響 の差異 はホル モソの投与 に よ

る前立腺上皮胞胞 の崩壊 と再生過程 に対 す る影

響は否めない にしても,主 にホル モソのDithi-

zone投 与 による前 立腺 上皮細胞 中の亜鉛 濃 度

の変化に よるもので あろう と考 える.

核 酸代謝 に対す る性ホルモ ソの影響にっいて

の諸家の報告を み る と,Butler(1958)74)は

pentosenucleicacid/desoxyribosenucleic

acid比 を ラッ ト後葉に求 め2.4と し,除 睾 また

はStilbestrolの 投 与に よ りこの比は0.9ま た

はそれ以下にな り,Testosterone投 与 によ り

この比は正常値 に迄戻 るとしてい る.Kochak-

ian(1962)75}76}の 報 告では ラッ トや モル モッ ト

の副性器で去勢はDNAを 減 少 させ るが,そ の

濃度はむ しろ増加 させ,RNAに つ いては総量

も濃度 も減少 してい るとい う.そ して この状態

でのTestosterone投 与 はDNAが 正 常 に もど

り,RNAは これ より早 く正常値 に達 し,さ ら

に上昇,臓 器 の発育が最大 になる と正常 にまで

また もどるとい うKassenaar(1962)77}は マ

ウスの精嚢 を使用 した実験でRNA/DNAは 正

常が2で あるが,去 勢に よりこの値 は減少 し,

Testosterone7日 間 投与 で この比が 回復 す る

とい う.Mahoney(1963)94)は 前 立腺 肥大組織

においてはEstronesulfateの 投 与 に よ り

DNA,RNA分 劃 におけ るAdenine,Guanine

へ の14Cの 取 り込 みは減少 し,前 立腺癌組織 で

はDNA,RNAへ の14Cの 取 り込 みは増 加す

るとし,ま たTestosterone投 与 に より,前 立

腺肥大組織 に おけるRNA分 劃 のAdenine,

Guanineへ の14Cの 取 り込 みを増 加 させ るが,

DNA分 劃 においては変化 をみ なか った とい う

モルモッ トの筋 肉におけ る核 酸分 析 の 結 果,

Kochakian(1964)78}79)80)はAndrogenに よ り

発育の影響 を強 く受け るMasseterや 側 頭筋で

はDNAは 不 変 であ るが,RNAは 増 加 してお

り,た だ し一定 の値 まで達す るとそれ 以後 その

まま維持 され る.つ ま りAndrogenに 依 存す

る筋肉では去勢 はRNAを 減 少,即 ち細胞質を
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減少 させ,Testosterone処 置 はRNAを 一 定

限 まで増 加 させ る.

ShepPard(1964)81}の 実 験で は3H-Thymi-

dineのDNAへ の取 り込 みをみてい るが,未

熟 ラッ トのAndrogenの 影 響はinvivoお よ

びinvitro共 に 取 り込みが重量 変 化 さ ら に

DNA量 の変化に先行 して増加 している.Weil

eta1.(1963)82)は 一 ワ トリにEstradio1を 注 射

す る と肝臓 の細胞核 のRNAポ リメラーゼが3

倍 も増加す るこ とを 報 告 し,Carlsonetal.

(1964)83)84}は フ クロウにEstrogenを 与 え る

と肝臓 で フォス フォ ヴィチ ン とリポ ビテ リソの

2種 の蛋 白質 が生 成 され る.こ の時 細 胞 の 総

RNAお よ び細胞核 のRNAは 増 量 す る か,

S-RNAは 増 えない しか しセ リンおよびフォ

ス フォセ リンのS-RNAだ け は特異 的に増 え る

とい う.三 浦(1956)85〕 も また ネズ ミ につ い

ての実験で細胞核RNAに つ いては同様 の成績

を得 てい る.そ の他矢走(1956)s6)は 男 性 ホ

ルモ ンが乳癌組織 のRNA代 謝 を低下 させ るこ

と,石 塚(1957)B7)はEstrogenが ネ ズ ミの

肝臓 のRNA代 謝 を増 す ことを認めたのを皮切

りに,岩 本(1958,1959)88)89}が 肝 臓 のRNA

を さ らに分劃 して,ど の分劃 のRNAど の様 な

ホル モソが最 も影響を及 ぼすかを明 らか に して

い る.Estrogenの 注 射に よ りラッ ト子宮 の リ

ボ核酸合成が増加す る とTelfer(1953)90〕 は

述 べ,Gold(1954)91).鈴 木(1961)92)は 子 宮

内膜 核酸 のPurineとPyrimidine含 量 は

Estrogenに よ り変化 す るとしてい るがHanc-

ock(1962)93)は 子 宮 に対 するEstrogenの 作

用 と同様 に前立腺 に対 してAndrogenを 投 与す

る とRNAの 合 成を促進す る作用の あることを

報告 している.私 はDNA前 駆 物 質であ る3H-

Thymidineを 使 用 してDithizone投 与 前 には

そ の前立腺腺腔壁へ の取 り込 みを中葉 の うちの

側葉,背 側 葉,背 葉について男性 ホル モンおよ

び女性 ホルモ ソ投 与後 の変化 をみ たが,そ れぞ

れ の群共 に対 照群に 比べ3H-Thymidineの 取

り込 みお よびそ の銀粒子数につい ても著 明な差

異を見出 し得なか った.

Dithizone投 与後 の前立腺 につい てはそ の側
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葉 におけ る3H-Thymidineの 取 り 込みを みた

が,男 性ホルモ ソ投与群では組 織学的に前立腺

上皮細胞の障害が最 も著明な時期に3H-Thym-

idineの 取 り込みはほ とんどみ られず,そ の再

生 のみ られ るDithizone投 与 後3～5日 の前立

腺腺腔壁 におい て最大 の取 り込みがみ られた.

一 方女性 ホル モソ投与群ではDithizone投 与 前

後共 に3H-Thymidineの 取 り込み の 差は さほ

ど著 明では なか った.以 上を要す るにEnarm-

one水 性 懸濁液0.5mg/kg,お よびOvahor-

monebenzoateO.02mg/kg,の3週 間に亘 る投

与では前立腺中葉におけ る3H-Thymidineの 取

り込み に対す る影響は ほ と ん ど み られ ず,

Dithizone投 与後 もDithizone投 与 に よる組 織

の変化に伴な う3H-Thymidineの 取 り込 みの変

化はみ られたがホルモ ソに よる影響 と思 われる

所見はみ られなかった.そ してホルモソ投与前

立腺に おい ても無処置 の場合 と同様 のDithiz-

oneの 前 立腺上皮細胞 に対す る作用機序即 ち亜

鉛 を介 しての核酸合成阻止作用1}2}.核 酸 代謝

異常6)7).核 酸 構成異常3)4)5)等 が考 え られ るの

で ある.

結 語

第1編 において私 は前立腺上皮細胞 に対す る

Dithizoneの 影 響 を考 える とき',亜 鉛 の存在 と

密接 な関係 のあ ることを知 り,ま たその腺上皮

へ の作用機序 につ いてみた ときDNA合 成 の変

動 が起 ることか ら考 えてDithizoneが 亜 鉛 を介

しての核酸構成,合 成,代 謝等 に作用す るた め

に起 る組織学 的変化 ではなかろ うか と推 察 し

た.前 立腺亜鉛 とホル モソの関係 につい ては多

くの報告 がみ られ る.そ こで私 は本論に おい て

は,男 性 ホル モソお よび女性 ホル モンを投与 し

た前立腺へのDithizoneの 影響を観察 し次の如

き結果を得た.

①Enarmone水 性懸濁液O.5mg/kgお よ

びOvahormonebenzoate水 性懸濁液O.02mg

/kg各 々毎 日3週 間の投与では前立腺中葉のう

ちの側葉,背 側葉,背 葉共に腺腔壁 に お け薦

3H-Thymidineの 取 り込みは対照群に比べ著し

い差異は認められなかった.

② 男性ホルモソ投与により前立腺重量は対

照に比べ増加 し,女 性ホルモソ投与により対照

に比べ減少をみたが,Dithizone投 与後の時日

の経過では前立腺重量について一定の傾向は認

め難かった.

③Dithizone投 与後の組織学的変化 として

は,男 性ホルモン投与群では対照に比べ前立腺

上皮の脱落,崩 壊は早期に出現 し,そ の障害の

程度も強 くみ られたが,女 性ホルモン投与群で

は組織学的変化は一部の腺上皮に限られまたそ

の変化の現われる時期が対照に比べやや遅れて

いた.

④Dithizone投 与後の前立腺腺 腔 壁 へ の
3H-Thymidineの 取 り込みは男性ホルモン投与

群では上皮細胞の崩壊する時期に一致 してほと

んどみられな くな り,再 生する時期に著明な増

加をみたが,女 性ホルモソ投与群ではいずれの

時期においても投与前に比べ取 り込みの著明な

差は認められなかった.

(本稿の要旨は第38・39回 目本内分泌学会総会,"第

13回 日本内分泌学会西H本 地方会総会において発表し

た.稿 を終るに臨み御指導,御 校閲を賜った恩師加藤

教授に深謝しますと共に御助言をいただいた石部講師

に感謝の意を表します.)

文 献は第皿編にゆずる.

(1966年7月15日 特別掲載受付)
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